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鳥取市政懇話会（第４回）「地域産業活性化」部会 協議内容 

 
１ 日 時 平成２２年６月３日（木）午前１０時４０分～１２時００分 
２ 会 場 鳥取市役所本庁舎６階第１会議室 
３ 出席者 委員（９名）、中瀬農林水産部次長、経済戦略課 濱崎主事、 

企画調整課 井上 
 
４ 議事概要 

（１）農商工連携マッチングフェア in 米子について 

資料に基づき事務局で簡単に説明。 

 
（２）意見交換 

「農商工連携を推進する具体的取り組み」 

 ○委員 自給率 40％。農業の振興のため、国・県・市が取り組みを。 

 ○委員 生産調整の面積割合も 40％。規模拡大ができない制度になっている。 

 ○委員 中部地域ががんばっている。クラスター形成に取り組む倉吉市のふ

るさとプロデューサー、倉吉商工会議所が手掛けるインターネット

ショップ「くらしよし市場」の視察をしてみたい。→事務局で研究

を。 

○委員 「もうかる農業」は会社組織以外にはない。 

○委員 連携のもととなる農産物は、ある程度のロットが必要。→事務局で

生産量が多い農産物を調査。 

○委員 県の農商工連携の事業に 5 件新規採択があり、2 件が東部。①二十世

紀梨のサプリ（中部）②地大豆・県産魚によるこだわりとうふちく

わ（東部）③ねばりっ子による練り製品（中部）④漬物「春夏秋冬」

（東部）⑤ブルーベリー茶（西部）。ブルーベリーは東部にもあるの

では（倭文、吉岡温泉町、安蔵）。 

○委員 特産品は出尽くした。すでにあるものから選んで、鳥取ブランドに

ふさわしいものを推進する。 

○委員 竹林の世話で困っている。竹炭の推進を。 

○委員 建設業界がしぼんでいる。重機を活用した農業転換を進めてはどう

か。 

○委員 モサエビを使ったせんべいはおいしい。情報発信で火が付く。「火の

付け方」を研究すべき。 

○委員 ハタハタ、モサエビなど水産物にもロットがまとまるものがある。

→水産物、林産物についても生産量が多いものを調べる。 
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○委員 新商品開発の補助金をもらうためには、申請書類の作成の労力が大

変。 

○委員 商工会議所や行政が手伝える。 

○委員 市のリードのもとに、農・商・工の連携の場を作ること。ラッキョ

ウ栽培でも、機械化で省力化できるはず。専門分野の人が集まる場

を作る。特に若手の農業者や青年会議所などに意見を出してもらう。 

○委員 そういった異業種交流が大事。 

 
（３）その他 

  次回開催は平成２２年８月の予定です。 

   


